
奴奈川姫

伝 説

神話で

３市交流
奴奈川姫（新潟県糸魚川市）と大国主命（島根県出雲

市）、建御名方命（長野県諏訪市）の故郷である３市

が連携し、交流人口拡大を目的として2019年７月に

神話の縁結び

かみがたりネットワーク
がスタートしました。

主な活動

■ 翡翠婚ツアーの開催

■ オリジナル切手の販売

■ プロモーション動画の制作

■ ロゴマークの募集と決定

■「燈の守り人 幻想秘話」制作

ジオパークと神話の世界

第11回日本ジオパークネットワーク全国大会 島根半島・宍道湖中海大会
ポスターセッション テーマ番号７ ～ 神話・伝説をジオ言葉で語ろう ～

小河原 孝彦、小林 猛生（糸魚川ジオパーク協議会）

奴奈川姫のお住まいは …
ぬ な か わ ひ め

３億年前の石灰石でできた黒姫山にはカルスト地形

が広がり、きれいな地下水が豊富にわき出して人々

の生活を潤しているのよ。

このあたりには、深い鍾乳洞やドリーネ（凹地）

がたくさんあるんだ。ほかと違う神秘的な地形が、

姫の伝説につながったのかもしれないね！

大国主命の求婚に怒った土地の神が、飛びくらべを挑みます。

土地の神は青毛の馬に、大国主命は牛に乗ってジャンプ…僅差で大

国主命が勝ちました。２人が飛んだ山は「駒ケ岳」となり、着地し

た蹄の跡が岩に残っています。 （出典『天津神社並奴奈川姫神社』）

大国主命が大ジャ～ンプ！？
おおくにぬしのみこと

姫は、黒姫山の北麓にある福来口という大きな鍾乳洞に住み、機を

織って暮らしていました。洞窟から湧き出し、織物をさらした川は

「布川」と呼ばれています。（出典『西頚城郡の伝説）※諸説あり

ふ く が く ち しょうにゅうどう は た

お り も の

ぬ の か わ

く ろ ひ め や ま

駒ケ岳は、主にマグマが冷えた安山岩でできていて

馬が伏せたような形をしているよ！

険しい岩山で、修験道の修行も行われていたんだ。

詳しくはホームページで！

奴奈川姫の伝説
（糸魚川市ホームページ）

糸魚川ジオパーク
（糸魚川GP公式サイト） ※詳しくはコチラ

かみがたりネットワークHP

こ ま が た け

駒ヶ岳（左）と雨飾山（日本百名山）

黒姫山（★あたりが福来口）

★

神話の縁結び かみがたりネットワーク

ひづめ


